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豊田合成の成長戦略

人材戦略

CHRO 取締役 執行役員 岡 正規

多様な従業員の自己実現を通じ、
人の無限の可能性を引きだし、
企業価値向上につなげていく。

CHRO MESSAGE

 2030事業計画の実現に向けた人材戦略
　豊田合成は、2030年事業計画において、経済的/社会
的価値を再定義し、それを実現するために事業構造の
改革を進めるとともに、環境の変化に柔軟に対応し、新
たな価値を創出できる「高分子型組織」をめざして、人と
組織の活性化に取り組んでいます。
　当社が社会に提供する価値の源泉は「人」にあります。
ゴムや樹脂といった高分子技術によって培われた専門
力と、それを製品として形にする組織力を結集し、「高分
子型組織」として2030事業計画で掲げた事業成長と構
造改革を推進するため、私たちは次の2つのテーマに基
づく人材戦略を進めています。

1. 人材ポートフォリオに基づく配置・育成・確保
　事業構造の改革を実現するため、要員構造の転換を
進めています。必要な人材タイプとその専門性を「人材
ポートフォリオ」として体系化したうえで、計画的な育
成、適切な配置、確実な確保を進めるとともに、メンバー 
一人ひとりの成長を支援し、キャリア形成を促進してい
きます。
2. 多様な人材のウェルビーイングの実現
　事業成長を持続的なものにするためにも、メンバーの
ウェルビーイングの向上は欠かせません。心理的安全性
を確保しエンゲージメントを高めることで、メンバーが
支え合い、最大限の力を発揮できる組織・職場環境を整
えていきます。

　これら2つのテーマを軸とした人材戦略を通じて、当
社が持つ高分子技術の専門力と組織力を最大限に活か
し、「高分子型組織」として経済的価値と社会的価値の
両立を目指す持続的な事業成長を実現していきます。

人材ポートフォリオに基づく
配置・育成・確保

多様な人材の
ウェルビーイングの実現

事業構造改革
事業ポートフォリオの転換

人と組織の活性化
（高分子型組織）

人材ポートフォリオの整備

〈人事の取り組み〉
事業成長を支える

成長を持続的に

変革をリードし、実現できる
多様な人材育成

人権、DE＆I

高いエンゲージメント・
心理的安全性の確保

2030事業計画 人材戦略

2030事業計画と人材戦略
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 人材ポートフォリオに基づく配置・育成・確保（事業戦略と人材戦略の連動）
　事業成長・事業基盤強化を支える取り組みとして、こ
れまでも中期での要員計画を立案する中で、各部のニー
ズに基づき強化分野の必要人員数を整理し、既存業務
の効率化を進めることにより、要員構造の転換（強化分
野へのリソーセスシフト）にチャレンジしてきました。
　今後、2030に向けた人材戦略として、要員構造を変え
ていくというこれまでの方向性はふまえつつ、2030事業
計画の実現に向けて全社的な重点強化分野と必要人材
の要件をあらためて整理し、事業ポートフォリオに基づ
いた人材ポートフォリオとしてまとめることで、量（人員
数）の管理だけでなく質の管理を強化していきます。
　当社では、2030事業計画の実現に向けて強化したい
人材タイプを明確にするため、人材ポートフォリオにお
ける「人材の3本柱」を右図のように定義しました。

   人材の3本柱

　これらをさらに「15の人材」タイプに層別、各々の専門
性を“あるべき人材ポートフォリオ”として整理して、現
有人材と2030事業計画の実現に向けた必要人材との
ギャップを洗い出し、計画的な人材の確保・配置・育成
計画の立案につなげていきます。
　併せて、従業員個人のキャリア形成や成長を実現して
いくためにも、人材ポートフォリオを活用しながら、目指
したいキャリアイメージの具体化や必要な専門性の習得
を促していきます。

2023 2026

要員構造を転換
(強化へリソーセスシフト)

❶重点事業推進人材

❷事業基盤強化人材

❸次世代経営人材

強化

既存業務

強化

既存業務

既存業務は効率化

総人員数(人)

提
供
価
値

重
点
事
業

人
材
の
3
本
柱

新モビリティの普及への貢献

安心・安全 快　適

脱炭素社会への貢献

脱炭素

セーフティシステム

交通事故死傷者削減に貢献す
るため、予防安全・自動運転対
応の乗員保護製品などを開発

内外装 材料／新事業・新製品

中期要員計画 人材ポートフォリオ

さらに
15の人材タイプと
専門性に分類

BEVらしさ・快適な車内空間
をかなえる新機能・デザイン・
つくりの刷新

リサイクル・高機能材料事業化
とCN製品開発（BEV/FCEV）
および新価値製品の創出

事業戦略と必要な人材

重点事業推進
人材

2030事業計画の重点事業に直結するテーマを担う人材

事業基盤強化
人材

事業を横断して、事業基盤のレベルアップを担う人材

次世代経営
人材

上記2つをリードする次世代経営リーダー・海外拠点トップ
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ɹʮਓࡐͷ�ຊபʯͷ͏ͪɺ�つΊͷபͰ͋るʮॏ఺ۀࣄ
ਪਐਓࡐʯ͸ɺܭۀࣄ����ըͷॏ఺ۀࣄͰ͋るʮηーϑ
ςΟγスςϜʯʮ಺֎૷ʯʮࡐྉʗ৽ۀࣄɾ৽੡඼ʯͷ։ൃ
にܞΘるਓࡐͱ͠ɺܭۀࣄը࣮ݱに͚޲て഑ஔɾ֬ อに
ΑΓྗをೖΕてい͖·͢ɻ
ɹਓࡐϙートϑΥリΦͰඞཁਓࡐɾઐ໳ੑを໌֬に͢る
͜ͱͰɺࣾ ಺ਓࡐͷリιーηスγϑトͷਪਐͱͱ΋にɺઐ

໳スΩϧを࣋ͬͨ৽ͨͳਓࡐͷ࠾༻΋ڧԽ͠てい͖·͢ɻ
ɹ�つΊͷபͰ͋るʮۀࣄ基盤ڧԽਓࡐʯ͸ɺࣾ ಺શମͷ
て͚޲にݱըͷ࣮ܭۀࣄ����Ͱɺܗをԣஅ͢るۀࣄ֤
基盤ͱͳるػೳを支えるਓࡐͰ͢ɻ
ɹॏ఺஍ҬʢάϩーόϧʣͰͷച্ͷ֦େ΍ੜڧ࢈Խɺ
%9をਐΊる্ͰඞཁͳਓࡐͳͲɺॏ఺ۀࣄਪਐਓࡐͱ
ಉ༷にɺਓࡐͷ֬อɾ഑ஔɾҭ成をਐΊてい͖·͢ɻ

ɹ�つΊͷப͸ɺকདྷͷܦӦを୲ ʮ͏࣍ੈ୅ܦӦਓࡐʯͰ
͢ɻকདྷͷܦӦを୲͏ਓࡐͷܭըతҭ成ͷͨΊɺܦӦઓ
্ུͷॏཁϙストͱ৬੹਱ߦに͢ࢿるװ෦ཁ݅を໌֬
Խ͠ɺαΫηογϣϯϓϥϯにΑるީิऀͷબఆɾܭըత
ͳڭҭɾ഑ஔʢタϑΞαΠϯϝϯトʣͷ࢓૊Έをಋೖ͠て
い·͢ɻ

ɹւ֎ڌ఺ͷφγϣφϧスタοϑװ෦ొ༻͓Αͼҭ成΋
ਐΊて͓Γɺ֤ ஍Ҭに͓いてੵۃతͳొ༻をՃ଎͢るͨ
Ίにɺ����೥౓にɺφγϣφϧスタοϑװ෦ʢ෭ࣾ௕Ҏ
্ʣొ ༻ͷ基ຊํ਑ɾターήοトをఆΊɺ࣮ て֤͚޲にݱ
ମにてऔΓ૊ΈをਐΊてい·͢ɻۀࣄ
ɹ·ͨɺ����೥·Ͱにφγϣφϧスタοϑװ෦ൺ཰
��ˋୡ成を໨͠ࢦɺ֤ ஍ҬͰϋΠϙςϯγϟϧਓࡐͷධ
価ɾҭ成ܭըͷ࡞成をਐΊてい·͢ɻओͳࡦࢪͱ͠て͸ɺ
φγϣφϧスタοϑװ෦ީิ΁ͷʮܦӦスΩϧ基ૅݚमʯ
ʮ՝୊ઃఆܕ໰୊ղܾݚमʯͷ࣮ࢪͳͲにΑΓφγϣφ
ϧスタοϑͷҭ成をਐΊている΄͔ɺ஍ҬͰͷαΫηο
γϣϯίϛοςΟをถभɺ౦ೆΞδΞɺதࠃͰ։͠࠵ɺװ
෦ิީऀܧޙͷҭ成ɾ࠾༻ͷ׆ಈঢ়گ΍՝୊をڞ༗͠
てい·͢ɻ

ਓࡐ戦略

ॏ఺ۀࣄਪਐɾجۀࣄ൫ڧԽΛ͑ࢧΔਓࡐ

࣍ੈ୅ܦӦਓࡐの֬อͱҭ成

人材の柱 2030事業計画の実現に向けた取り組み 必要な人材タイプ

重点事業
推進人材

予防安全・自動運転対応のエアバッグ・ハンドル開発 ࣍ੈ୅Τアόοάɾハンυル։ൃਓࡐ

BEVらしい居住空間づくりのための内装開発 ࣍ੈ୅ۭؒデβインਓࡐ

脱炭素・循環型社会実現のため、ゴム・樹脂の再生材のリサイクルを事業化 リαイクルɾػߴೳࡐྉۀࣄԽਓࡐ

再生可能エネルギー拡大など新規事業の創出 ৽Ձ஋։ൃਓࡐ

事業基盤
強化人材

重点地域（グローバル）への拡販を支えるエンジニア／営業 άローόルΤンδニアʗӦۀਓࡐ

高機能電子部品開発を支える複合制御技術レベルの向上 ΤϨクτロニクεਓࡐ

データとデジタルを活用した業務プロセス・事業変革の推進 %9ਓࡐ

ඞཁͳਓࡐʢྫʣ

࣍ੈ୅ܦӦਓࡐ

αΫηογϣϯϓϥϯ
ʢީิऀબఆʣ

Ӧτοϓηϛφʔܦ

ηϛφʔૅجӦܦ

Ӧक़ܦ
഑ஔܭը

ʢλϑΞαΠϯϝϯτʣ

ଟ༷ͳܦӦװ෦ਓࡐのҭ੒

ʪڭҭϓϩάϥϜʫ
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 ଟ༷ͳਓࡐのウェϧϏーインάの࣮現
ɹۀࣄͷ࣋ଓతͳ成௕ͷͨΊにɺʮ΢ΣϧϏーΠϯάͷ
えてい·͢ɻͦߟʯ͸ෆՄܽͰ͋るͱݱ࣮ ͷ࣮ݱに͚޲ɺ
るΤΫスϖリΤϯスを௨͡てɺ͢ݧにମޙһ͕ೖࣾۀै
৺ཧత҆શੑͷ֬อ΍Τϯήーδϝϯトͷ্޲にऔΓ
૊ΜͰい·͢ɻ
ɹ৺ཧత҆શੑͷ֬อͱい͏఺Ͱ͸ɺ૒ํ޲ͷίϛϡχ
έーγϣϯを࣠にɺ࿑ؒ࢖ͷର࿩をੑ׆Խ͠ɺै һ͕ۀ
҆৺͠てຊԻをޠΕる෩௨͠ͷྑい৬৔ͮ Γ͘をਪਐ͠
て͖·ͨ͠ɻಛにɺ৬৔Ͱͷ্࢘ͱͷؔ܎͸ैۀһҰਓ
ͻͱΓ͕ྗ׆を͡ײる͏えͰ΋ॏཁͰ͋ΓɺϚωδϝϯト
վֵを௨͡てɺࢥい΍Γͱ৴པに基ͮ ʮ҆͘৺Ͱ͖Δډ
৔ॴͮ Γ͘ʯͷ੔උにऔΓ૊ΜͰい·͢ɻ
ɹ͞Βにɺै る͜ͱ͕ɺ͢ײһ͕౰ࣾͰಇ͘ҙٛを࣮ۀ
につͳ͕るͱ্޲΁ͷ໨తҙࣝ΍Τϯήーδϝϯトࣄ࢓
をల։͠ていࡦࢪʯをଅਐ͢るײڞえɺʮϏδϣϯ΁ͷߟ
·͢ɻै ձをಘΒػһ͕ࣗΒΩϟリΞをங͖ɺ成௕͢るۀ
Εるͮڥ؀ Γ͘に΋஫ྗ͠ɺҰਓͻͱΓ ʮ͕׆༂Ͱ͖Δ෣
୆ʯͰً͚るΑ͏支ԉ͠てい·͢ɻ

ɹ����೥ΑΓɺै をͶΒいɺ্޲һΤϯήーδϝϯトۀ
һをର৅にɺΤϯήーδϝۀ΋ؚΊͨશैऀ޲಺֎ग़ࠃ
ϯトαーϕΠを։࢝͠·ͨ͠ɻ����೥ΑΓਐΊて͖ͨ෩
౔վֵͷऔΓ૊ΈޮՌを֬ೝ͠つつɺ౰ࣾ΁ͷؼଐҙ
ࣝ΍ࣄ࢓΁ͷݙߩҙཉをࣔ͢ΤϯήーδϝϯトスίΞを
೺Ѳ͢る͜ͱにΑΓɺ͞ Βにಇ͖͕いͷ͋る৬৔ͮ͘Γ
に͚޲てͷࡦࢪをਪਐ͠て͖·ͨ͠ɻαーϕΠͷճ౴཰
͸ɺ։࢝Ҏདྷ���をԼճる͜ͱ͸ͳ͘ɺ· ʮͨαーϕΠに
Αͬてલ͖޲ͳมԽ͕͜ىる͜ͱ΁ͷظ଴ʯを໰͏ઃ໰
ͷスίΞ͸���をԼճる͜ͱͳ͘ɺࡏݱにࢸΓ·͢ɻ
ɹ����೥ΑΓɺଟ༷Խ͢る価値؍΍ࣾձڥ؀ͷมԽを
;·えɺै ͢ݱһҰਓͻͱΓͷ΢ΣϧϏーΠϯάを࣮ۀ

るͨΊにෆՄܽͳʮ৺ཧత҆શੑʯͱʮΤϯήーδϝϯ
トʯを支えるʮΤΫスϖリΤϯスʢࣄ࢓΍ΩϟリΞ͕ैۀ
һͷظ଴にԊͬͨମݧͱͳͬている͔をଌる΋ͷʣʯを
֬ೝ͢るͨΊにαーϕΠをߋ৽ɻ͜ ͷมߋに൐いɺΤϯ
ήーδϝϯトをଌఆ͢るઃ໰を�໰͔Β�໰΁มߋ˞͠·
ͨ͠ɻ໨ඪ値について͸ҡ࣋͠ɺ����೥に͸���を໨ࢦ
͠·͢ɻαーϕΠ݁Ռに基͖ͮɺҰਓͻͱΓͷϞνϕー
γϣϯͷݯઘを೺Ѳ͠ɺΑΓߴいΤϯήーδϝϯトɺͦ ͷ
ઌに͸ͦΕͧΕͷ΢ΣϧϏーΠϯά্޲につͳ͕る͜ͱ
をͶΒいɺʮैۀһ໨ઢʯͰظ଴にԊͬͨϚωδϝϯトࢪ
てい·͢ɻ͠ࢪを࣮ࡦ

ΤϯήʔδϝϯτΛ͑ࢧΔΤΫεϖϦΤϯε

తɾࣾࡁܦ ձతՁ஋૑଄΁

΢ΣϧϏʔΠϯάの࣮ݱ

҆৺Ͱ͖Δډ৔ॴ

৺ཧత҆શੑ

଴ʹԊͬͨΤΫεϖϦΤϯεظ

ࡏݱ
これから
頑張ろう!!

希望の仕事が
できる!

先輩が忙しくて
相談しにくい…

上司が親身に
キャリアについて
聞いてくれた!

新たなスキル
習得！

成長を
実感!

ೖࣾ
मݚҭɾڭ

഑ଐ ҟಈ
ঢ֨

৬৔෩౔վֵ
Ϛωδϝϯτมֵ

༂Ͱ͖Δ෣୆ɾ׆
ޫΛ͋ͯΔ

Τϯήʔδϝϯτ্޲

Ϗδϣϯ΁のײڞ
ΩϟϦΞ࣮ݱ

2021

49%
53%

56%
59%

KPI目標
70%

KPI目標
75%

2022 2023 2024 2025 … 2030（年度）

ΤϯήʔδϝϯτείΞਪҠ ˞ΤϯήーδϝϯトスίΞɿҎԼ�ઃ໰ͷߠఆతճ౴཰ʢ�ஈ֊த�
�ʣͷฏۉ値
ɾࢲ͸ɺۀ຿্ظ଴͞ΕているҎ্ͷݙߩを͠Α͏ͱ͏ࢥ
ɾࢲ͸ɺࣄ࢓を௨͠てݸਓͱ͠てୡ成ײを͡ײている
ɾࢲ͸ɺ౰ࣾͰಇ͘͜ͱをɺ஌ਓにੵۃతにקΊͨいͱ͏ࢥ
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ਓࡐ戦略

৬৔෩౔վֵɾϚωδϝϯτมֵ

τοϓओಋのίϛϡχέʔγϣϯվֵ͔Βελʔτɹɹ双方向コミュニケーション、役員宣言5ヶ条の実施 など

؅ཧ৬͕ࣗ෼の૝͍Λϝϯόʔʹ఻͑Δɹɹ「職場のビジョンと私の想い」の展開

෦໳࿑ڠ࢖Ͱ৬৔のࠔΓ͝ͱղܾɹɹ'21年～エンゲージメントサーベイ開始

֤ੈ୅ɾ৬छのಇ͖͕͍ٞ࿦ɹɹ働きがいプラス委員会（シニア、若手など）

ࣦഊΛڪΕͣɺ্ ࢘΋௅戦Λޙԡ͠ɹɹチャレンジプラス活動

����ʙ ���� ���� ���� ���� ���� ���� ʜ����

΢ΣϧϏʔΠϯάの࣮ݱ

଴ʹԊͬͨΤΫεϖϦΤϯεظ

҆৺Ͱ͖Δډ৔ॴͮ Γ͘

৺ཧత҆શੑの্޲

༂Ͱ͖Δ෣୆ɾޫ׆ Λ
͋ͯΔ

Τϯήʔδϝϯτ্޲

෩౔վֵ

ಇ্͖͕͍޲

Τϯήʔδϝϯτ্޲

ɹ����೥に࿑ಇ૊合͕࣮ͨ͠ࢪΞϯέートにΑΓɺʮ಺
ൃతͳಇ͖͕い͕௿いʯͱͷ݁Ռ͕ࣔ͞ΕてҎ߱ɺ৬৔
෩౔վֵをਪਐ͠て͖·ͨ͠ɻ৬৔಺ͷίϛϡχέー
γϣϯଅਐɺトοϓϝοηーδͷൃ৴ɺಇ͖͕いをߴΊる
ҕһձͷൃ଍ɺࣾ ԋձͳͲɺ৬৔෩౔ͱߨにΑるࢣߨ֎
Ϛωδϝϯトͷ྆໘͔ΒऔΓ૊Έをܧଓ͠てい·͢ɻ
ɹΤΫスϖリΤϯスαーϕΠͷ݁Ռ͔Β͸ɺ͜ Ε·Ͱͷ

औΓ૊ΈにΑΓɺ৬৔಺ͷྗڠମ੍΍ίϛϡχέーγϣ
ϯͳͲɺ৬৔෩౔ͷྑԽにҰఆͷޮՌ͕ݟΒΕる͜ͱ͕
෼͔Γ·ͨ͠ɻҰํͰɺ৺ཧత҆શੑ΍্͕࢘ϝϯόー
ͷ΍るؾをҾ͖ग़͢͜ͱにؔ͠՝୊͕͋るͨΊɺ����
೥͸Ϛωδϝϯトมֵͷ͞Βͳるਪਐͱର࿩׆ಈにྗを
ೖΕてい͖·͢ɻ

���Ϛωδϝϯτมֵ
ɹશ໾һɾ؅ཧ৬をର৅にɺਫ਼ਆՊҩにΑるʮਓؒྗ
0.0*:"3*ίϛϡχέーγϣϯݚमʢશ�ճʣを̏೥ؒ
͔͚て࣮͠ࢪ·͢ɻʢ`���ୈ�ճɺ̀���ୈ�ճɺୈ�ճɺ̀���
ୈ�ճɺୈ�ճʣ͜ ΕにՃえてɺ৬৔ͷリーμー૚をର৅
ͱͨ͠ɺ֎෦ࢣߨにΑるʮ৺ͷ௨͏৬৔ͮ͘Γݚमʯをࡢ
೥にҾ͖ଓֻ͖͚࢓てい͖·͢ɻ

ਓؒྗ0.0*:"3*ίϛϡχέーγϣϯݚम
डऀߨ਺ɿ�
��� ʢ໊��೥౓�ୈ�ճʣ
৺ͷ௨͏৬৔ͮ Γ͘ݚम
डऀߨ਺ɿ܎௕���໊�άϧーϓリーμー���໊

���ର࿩׆ಈ
ɹ্ݚهमͷ成Ռをൃ͢شる࣮ફͷ৔ͱ͠てɺ֤ ৬৔Ͱ
トοϓ૚΍෦໳௕ͱϝϯόー͕ର࿩͢るϥ΢ϯυςーϒ
ϧϛーςΟϯάを࣮͠ࢪ·͢ɻ

৺ͷ௨͏৬場ͮ͘Γݚमडߨ෩ܠ

ϥ΢ンυテーϒルϛーティンά
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ビジョンへの共感

キャリア自律支援

企業価値向上の取り組み

　2030事業計画が策定され、そこに込められた想いを
伝えるために、トップ自らが各職場をまわり、メンバーや
労働組合執行部と直接対話する機会を設けました。これ
に加え、2024年には、各本部のトップが、当社の将来や
事業に対する想いを語る「想いを伝える会」をすべての
本部で開催します。

　一人ひとりが2030事業計画を自分ごととして捉え、自
身がどう関わるかを考えることが、仕事への目的意識を
高め、関与を強めます。経営層や管理職がメンバーと向
き合い、一人ひとりに「あなたには、こう貢献して欲しい」
と納得できるように導くために、今後も対話の機会を作
り、ビジョンの浸透だけでなく、共感をはかっていきます。

　中堅・若手社員の成長意欲促進をねらい、2021年に
働きがいを高めるワーキンググループを立ち上げまし
た。その中で、キャリア形成施策を「ワク・キャリ活動」と
名付け、「キャリアの見える化」「意識醸成」「キャリア形
成促進」を取り組みの3本柱として、全社施策へつなげて
います。

　これらの取り組みにより、中堅・若手（20代、30代）の
エンゲージメントが年々向上し、手応えを感じています。
一方で、50代、60代には課題があると認識しています。
役割やキャリアデザインなど、上司との対話を通して、モ
チベーション向上を図ります。

　当社では、福利厚生の充実をねらい、従業員の財産形
成の一助とすることに加え、一人ひとりが当社の株主と
の一層の価値共有を進めるとともに、経営への参画意識

の向上を図ることを目的に、従業員持株会向け譲渡制限
付株式インセンティブ制度を導入しました。
持株会加入率：45%→84%へ（2024年10月時点）

【ワク・キャリ活動の取り組み事例】

活躍
イメージ

志向
タイプ

● これまでにない新しい製品や価値を生み出して活躍したい
● チームワークを発揮し、より大きな成果を創出したい

● 市場ニーズを把握し、新価値開発を推進するエキスパート
● 将来を見据えた製品の企画・開発を推進するリーダー

基礎
技術・開発人材として
配属部門で基本的
スキルを習得する

開発

後工程を知る
後工程で顧客のニーズを
体感し、信頼獲得のため
の苦労や難しさを経験

設計・生技

知見拡大/深堀
他事業領域の開発を
経験し、幅を広げる

他事業領域の開発

新要素技術の開発
これまで培った経験・知識 
を活かし、新要素技術の
開発に取り組む

開発

率先主導/推進
新製品の企画立案や
関係者との調整、具現化
を推進する

開発

新価値開発の推進
担当組織のマネージャーとして
新たな価値創出集団をリードし、
新価値の開発を実現する

新価値開発

■　創造・技術開発力 
■　課題形成力 
■　コミュニケーション能力、
    プレゼンカ

■　環境分析力、顧客志向 
■　調整力、交渉力     など

【マルチ・ワイド型】エキスパート人材

特に期待されるスキル(例)

キャリアパスモデル（キャリアの見える化）

異業種交流会（キャリア形成促進）



64

豊田合成の成長戦略

ਓࡐ戦略

ʙଟ༷ͳਓډʹࡐ৔ॴͱɺ
ɹͦのਓΒ͍͠׆༂の෣୆Λ૑ग़͠ɺޫ Λ౰ͯΔʙ

����೥�݄にɺμΠόーγςΟ୲౰໾һにब೚͠·ͨ͠ɻ

ଟ༷ͳਓࡐͷ͞·͟·ͳݧܦ΍価値؍をଚॏ͠ɺ

֤ਓ͕ಇ͖͕いを΋ͬて׆༂Ͱ͖る৬৔ڥ؀を࣮͢ݱる͜ͱͰɺ

૊৫શମͷྗをߴΊɺۀاͷ成௕につͳ͛てい͖·͢ɻ
μイόーγティ୲౰໾һ

ࢠߒ�౻҆

重点取り組み 概要や主な活動

ᶃঁੑ׆༂

事
技
職

・ アドバンスプログラム：管理職昇格に向けた育成課題を明確化し、その解消に向け必要な役割付与や機会提供を行い、能力向
上を図る
・ エンカレッジプログラム：中堅女性従業員に対して、年間を通じた研修と職場実践、社内外交流により、自身の持ち味を活かし
たリーダー像を描くことで、キャリアアップを後押しする研修

技
能
職
・ 誰もが働きやすい環境づくり：製造現場で働く女性リーダーを中心に職場環境整備を図る（管理監督者のリテラシー向上、
ロールモデルづくりのための他社交流会など）

ᶄো͕いऀ
・職場環境整備
・特例子会社とともに取り組み、法定雇用率を達成
・活躍職場や職種の拡大

ᶅཱ྆支ԉ ・制度設計、仕組みづくり：育児・介護休業、短時間勤務の拡充(法定基準を上回る制度)
・啓発活動：育児と仕事の両立支援セミナー(管理監督者向け)、介護セミナー(55歳以上)

ᶆ-(#52 ・制度設計、仕組みづくり：パートナーシップ証明者への福利厚生制度適用
・啓発活動：ガイドブック作成

 ダイόーシティ・ΤΫイティ̱ インΫϧーδϣン	DE�Iʣ

ํ͑ߟຊతͳج

ɹଟ༷ͳ価値؍΍৽ͨͳࢹ఺ɾߟえํをܦӦにऔΓೖ
ΕるͨΊɺ͜ Ε·Ͱ΋͋ΒΏるଐੑͷਓʑͷ࠾༻ɾҭ成ɾ
ొ༻をੵۃతにਐΊて͖·ͨ͠ɻ����೥͔Β͸ɺଟ༷ͳ
ਓ͕ࡐड͚ೖΕΒΕɺ׆༂Ͱ͖るډ৔ॴͱ෣୆を࡞Γɺ
ʮΠϯΫϧーδϣϯʯにつͳ͕る෩౔ৢ成ɺ੍ ౓ɺڭҭମ
ஙに஫ྗ͠てい·͢ɻߏͷܥ
ɹ����೥に͸౰ࣾͷμΠόーγςΟ׆ಈをਁಁͤ͞る
ͨΊɺγϯϘϧϚーΫͱスϩーΨϯをࣾ಺ͰืΓɺʮ%&ˍ*
ΈΜͳͰਐ΋͏ଟ࠼ͳະདྷ΁ʯにܾఆ͠·ͨ͠ɻ

ಈのॏ఺औΓ૊Έ׆*�&%

ɹ%&�*ͷऔΓ૊Έに͓いて͸ɺଟ༷ੑをཧղ͠ɺֶ ͼɺ
ͱ΋に支え合いɺߦಈにつͳ͛る͜ͱを࣠ͱ͠てɺΞΫ
γϣϯϓϥϯをࡦఆ͠てい·͢ɻ
ɹ֎෦ࢣߨにΑるߨԋձɺ༗ࢤをืΓ׆ಈをاը͢るί
ϛϡχςΟ׆ಈͷ࣮ࢪɺൃܒΠϕϯトͱ͠てʮ͓΋い΍Γ
݄ؒʯをઃ͚るͳͲɺશैۀһͷҙ্ࣝ޲をͶΒいͱ͠
てɺҎԼͷΑ͏ͳॏ఺औΓ૊Έを࣮͠ࢪてい·͢ɻ

%&�*औΓ૊Έの࣠

ともに学ぶ

ともに動く ともに支える
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���ᶃঁੑ׆༂
ɹ੡造ۀͷ޲܏ͱ͠てঁੑैۀһൺ཰͕௿͘ɺஉੑैۀ
һ͕ඪ४ͱͳͬている৬৔ڥ؀ɺϩーϧϞデϧͷෆ଍に
ΑΓɺ౰ࣾに͓いてঁੑ؅ཧ৬ͷొ༻ɾҭ成͕஗Εてい
·ͨ͠ɻͦ ͷͨΊɺঁ ੑ؅ཧ৬ొ༻ͷ໨ඪ਺を����೥
·Ͱに��໊ɺ����೥·Ͱに���໊ͱ͠ɺঁ ࢪ༂ͷ׆ੑ
をՃ଎ͤ͞てい·͢ɻࡦ
ɹ۩ମతͳࡦࢪͱ͠て͸ɺスタοϑۀैܥһに͸ɺࣗ ਎を
·ͣ஌ΓɺڧΈを͔ͨ͠׆リーμーγοϓ૾をඳͨ͘Ίͷ
ʮΤϯΧϨοδϓϩάϥϜʯを։ઃ͠·ͨ͠ɻҰํɺ੡造ݱ
৔ͷैۀһ͚޲に͸ɺঁ ੑリーμーをத৺に୭΋͕ಇ͖
΍͢い৬৔ͮڥ؀ Γ͘に͚ͨ޲औΓ૊Έを࢝Ί·ͨ͠ɻ

ɹ௚ۙͷࡦࢪͱ͠て͸ɺΑ
Γঁੑ͕ಇ͖΍͢い৬৔に
͢るͨΊにɺঁ ੑトΠϨに
ੜཧ༻඼୨をઃஔͨ͠Γɺ
৔͝ͱにঁੑ૬ஊһを഑޻
ஔ͠ɺܰؾに૬ஊͰ͖る؀
্޲ΓͳͲをਐΊてい·͢ɻ·ͨɺϞνϕーγϣϯͮ͘ڥ
いɺ੡造ߦతにۃͱͷަྲྀをੵۀͱ͠てɺଞࣾ੡造ࡦࢪ
༂ͷϩーϧϞデϧを஌Γɺֶ׆৔に͓͚るଟ༷ͳঁੑݱ
Ϳػձをઃ͚てい·͢ɻ

���ᶄো͕͍ऀޏ༻
ɹ͜Ε·Ͱ΋౰ࣾͰ͸ɺো͕いを࣋つํʑͷ੡造ݱ৔Ͱ
ͷ࠾༻をਐΊて͖·ͨ͠ɻ੡造ݱ৔Ͱಇ͘೔ৗͷΠϝー
δを࣋ͬて΋ΒえるΑ͏ɺಛผ支ԉֶߍͱ࿈͠ܞͳ͕Β
てい·͢ɻ࣮͠ࢪલͷΠϯターϯγοϓを࣮༺࠾ ຿をମ
͸৬৔にૣ͘ೃછΉ͜ͱ͕Ͱޙる͜ͱにΑΓɺೖࣾ͢ݧ
͖ɺͦ ͷޙͷ׆༂につͳ͛る͜ͱ͕Ͱ͖てい·͢ɻ
ɹ·ͨɺ����೥౓͔Β͸ɺスタοϑ৬Ͱͷڧ༺࠾Խを
ਤͬてい·͢ɻड͚ೖΕ৬छͷ֦ு΍ɺো͕いऀ͚޲ब
৬ηϛφー΁ੵۃతにࢀՃ͠ɺબ͹ΕるۀاͱͳるΑ͏
औΓ૊ΈをਐΊてい·͢ɻ·ͨɺ౰ࣾͰ௕͘ಇいて௖͚る
Α͏֤ۀࣄॴにੜ׆૬ஊһを഑ஔ͠ɺఆظέΞ໘ஊにΑ

るࠔΓ͝ͱͷٵい্͛ͳͲɺಇ͖΍͢い৬৔ͮ͘ڥ؀Γ
΋ܧଓ͠てい·͢ɻ

���ᶅཱ྆ࢧԉ
ɹҭࣇɾհޢɾՃྍを͠ͳ͕Β΋ࣗ෼Β͘͠ࣄ࢓ͱͷ྆
Ͱ͖る͘͠Έͮ͘Γͱɺʮ͓͕ͨい͞·ਫ਼ਆʯͰݱཱ࣮͕
ॿ͚合͏͜ͱ͕Ͱ͖る৬৔෩౔ͷৢ成をͶΒいに׆ಈ
をਪਐ͠てい·͢ɻ����೥ΑΓɺࡀ��Ҏ্ͷैۀһを
ର৅にɺհޢに௚໘ͨ͠৔合Ͱ΋ࣄ࢓ͱͷཱ͕྆ਤΕ
る基ૅ஌ ʢࣝ஍Ҭแׅ支ԉηϯターͳͲߦ੓ͱͷ࿈ܞ

ͳͲʣ΍؆୯հॿํ๏をֶ
Ϳηϛφーを։͠࠵てい·
͢ɻҭࣇについて΋ɺҭࣇɾ
հۀٳޢ๏ͷ基४を্ճ
る੍౓	ࡀ�·Ͱҭٳɺֶ ߍ

ՋͳͲٳͳͲにར༻Ͱ͖るಛผࣄߦをಋೖ͠ɺ྆ ཱ支
ԉにྗをೖΕてい·͢ɻ
ɹ·ͨɺ্ ɾ࢘৬৔にର͠てͷҭٳऔಘͷ׆ൃܒಈͳͲ
をੵۃతにߦいɺஉੑҭٳͷऔಘ཰΋େ෯に্ঢ͠てい
·͢ɻ͜ ͷΑ͏ͳ׆ಈ͕ೝΊΒΕɺ����೥౓に͸ʮϓϥ
νφ る͘ΈΜʯͷೝఆをड͚·ͨ͠ɻ

���ᶆ-(#52ରԠ
ɹ����೥にʮύートφーγοϓ੍౓ʯをಋೖ͠ɺੑ తࢦ
΍ੑࣗೝɺੑ޲ ผにͱΒΘΕͣい͖い͖ࣗ෼Β͘͠ಇ͚
るͮ͘ڥ؀ΓをͶΒいにɺ؅ཧ৬ߨ͚޲ԋձ΍ࣾ಺ΨΠ
υϒοΫ࡞成ͳͲをਐΊてい·͢ɻ͜ ͷΑ͏ͳ׆ಈ͕ೝ
ΊΒΕɺ����೥౓13*%&ࢦඪγϧόーをड৆͠·ͨ͠ɻ

ともに学ぶ

ともに動く ともに支える

ともに学ぶ

ともに動く ともに支える

ともに学ぶ

ともに動く ともに支える

հޢセϛφーͰͷհॿମݧͷ༷ࢠ

インターγοϓड͚ೖΕͷ༷ࢠ

ともに学ぶ

ともに動く ともに支える


